


〈クラブ支部とは！〉

～クラブ支部結成の条件～
・最低５人の支部会員
・支部会⾧、幹事、会計の選出
・スポンサーする親クラブが必要
・親クラブの中から支部連絡員を１名指名
・支部結成に関する地区ガバナーへの通知
・MyLCIから申請を行う

・最低5人という少人数で結成でき、地域社会の改善に取り組むことができる。
・支部の会員は既存の親クラブに属し、独自に事業、活動、例会を実施する。

・クラブ支部会員の会費は、別設定できる。

【クラブ支部執行委員会】
・支部連絡員 ・クラブ支部会⾧

・クラブ支部幹事
・クラブ支部会計

クラブ支部
親クラブ



（１）クラブ支部のメリット

・少人数のグループでもライオンズ活動ができる。
・親クラブと異なる会費設定が可能。
・少人数による起動力で、活動資金獲得のために独自のイベントやチャリティー活動がしやすい。
・支部会員が親クラブのアクティビティや行事に参加することで変化が生まれ、にぎやかになり親クラブ
が活性化してくる。

・ライオンズクラブに馴染んでいくための一歩となる。

（２）どうやって支部会員を集めるの？
・次世代の会員を育てる意味で、親クラブの会員やご子息やその友達や女性
・若手や女性の家族会員から支部会員へ
・職場の仲間たち
・趣味やスポーツでつながる人脈
・社会参加を望む退職をした方々や主婦
・特定の奉仕を目的としたグループ

小児がんACTヘアードネーションに賛同した美容師の方々で支部ができている。
小児がんACTレモネードスタンドの活動をするレモネードスタンド支部もできている。



（３）会費は？

・親クラブ（一般会員）と同様に、地区費、複合費、国際会議を納める。ただし３３３複合地区は年会費
１,３４０円のみとなっている。
地区費は各地区によって違い有。

・支部の平均月会費は２，５００円～３，０００円位となっている
・親クラブは支部に対して、基本的に金銭による援助はない。
ただし、クラブによって一人当たり月５００円～１，０００円位の援助をしているクラブもある。

（４）なぜ比較的安い会費で運営できるのか？
・月１回の例会（アクティビティー実施も例会となる）は経費のかからない場所で開催。
例えば、親クラブの事務局や、公共施設、あるいは親クラブやクラブ支部の会員の会社の会議室等。

・国際協会、複合、地区等への事務手続きは、親クラブの事務局が行うので事務局員の雇用が不必要。
・例会に食事をつけない
・事業費の不足分はなるべく歳入活動で補う。
（例えば、フリーマーケットなどで収入を得る）



〈クラブ支部〉

２つの目的

次世代次世代に次世代を担う会員獲得 奉仕のすそ野を広げる＋

・若手の男女会員
・親クラブのご子息

・シニア世代
・趣味やスポーツのつながりの方々
・主婦
・家族会員



○支部作成による親クラブのメリット（各地区アンケート結果より）
1. 支部の拡大による影響力の増加：クラブが支部を設立し、その支部が活動を展開することで、地域社会への影
響力が増大します。支部が地域課題に取り組み、奉仕活動を行うことで、親クラブの存在感や信頼性が向上し
ます。

2. 新たなメンバーの獲得：支部の設立や活動により、ライオンズクラブの活動に興味をもつ方から新たなメンバー
を獲得することができます。これによって、親クラブの活動に新しい視点やアイデアがもたらされ、クラブ全体の
活性化が図られます。

3. 地域社会への奉仕活動の拡大：支部の活動によって、地域社会への奉仕活動が拡大し、より多くの人々に支
援やサービスを提供することが可能になります。これは親クラブの社会的貢献度を高めることにつながります。

4. 組織の活性化と連携強化：支部と親クラブが連携し合い、共同で活動を展開することで、組織全体の活性化が
促進されます。また、支部と親クラブの協力関係が強化され、組織内のコミュニケーションや連携が円滑に進む
よう支援します。

5. 地域課題への効果的な対応：支部の設立により、地域の課題に効果的に対応する体制が整います。親クラブ
と支部が連携し、組織的かつ効率的に活動することで、地域社会に対する持続的な影響をもたらします。



●支部結成の課題点（各地区アンケート結果より）

Q.クラブ内で賛同が得られない

A.支部結成においての親クラブのメリットや地域へのライオンズクラブの知名度が向上し、それが会員
の増強につながり、親クラブの活性化になるプロセスを周知し理解を得ていただく

Q.5人以上のメンバーが集まらない

A.5人の支部メンバーが集めやすい支部とは？

既存のスポーツ団体や地域のボランティア団体を取り込む

女性メンバーが賛同し易いアクティビティを目的としたフードパントリー・子ども食堂・レモネードスタンド・
アート（音楽・いけばな等）や子ども向けのプログラム教育などの特定の活動を目的にした支部

メンバー間の交流を目的とした支部

親クラブからの退会者の受け皿としている支部もあります。


